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インストールの前提条件

OnCommand Insight をインストールする前に、現在のソフトウェアバージョンをダウン
ロードし、適切なライセンスを取得して、環境をセットアップする必要があります。

OnCommand Insight をインストールする前に、次のものがあることを確認してください。

• ダウンロードしたインストールパッケージに含まれている最新バージョンのOnCommand Insight ソフト
ウェアファイル

• ダウンロードしたOnCommand Insight バージョンを操作するためのライセンス

• 最小限のハードウェアおよびソフトウェア環境

現在の製品では、以前のバージョンのOnCommand Insight 製品では使用されていなかった追加のハード
ウェアリソース（OnCommand Insight 製品の機能強化のため）が消費される可能性があります。

• OnCommand Insight サーバ、Data WarehouseとReporting、およびRemote Acquisition Unitのハードウェ
アとネットワークの構成を含む導入計画。

• ウィルススキャンソフトウェアを無効にしました

OnCommand Insight のインストール中に、すべてのウイルススキャナを完全に無効にする必要がありま
す。インストール後、Insightコンポーネントで使用されるパス（インストール、バックアップ、およびア

ーカイブの各パス）をウィルススキャンから除外し、全体を除外する必要があります sanscreen スキャ
ンからのディレクトリ。

また、インストール後に、IBM/DB2フォルダ（例：C：\Program Files\IBM\DB2）をアンチウィルススキ
ャンから除外する必要があります。

アップグレードまたは新しいハードウェアへの移行としてフルインストールを実行し、既存の
システムにデフォルト以外のセキュリティ設定が含まれている場合は、インストールを実行す
る前にセキュリティ設定をバックアップする必要があります。インストールの完了後、Server

（Local Acquisition Unitを含む）またはData Warehouseデータベースをリストアする前に、セ
キュリティ設定をリストアする必要があります。DWHデータベースをリストアする前に、セキ
ュリティ設定をすべてのInsight Serverにリストアする必要があります。

インプレースアップグレード（Insight Serverでのみ使用可能）では、セキュリティ設定が適切
に処理されるため、リストアする必要はありません。

を使用します securityadmin 構成のバックアップを作成し、保存されている構成を復元する

ツール。詳細については、を検索してください securityadmin OnCommand Insight ドキュ
メントセンター： http://docs.netapp.com/oci-73/index.jsp

導入を計画します

導入を成功させるには、OnCommand Insight をインストールする前に特定のシステム要
素を考慮する必要があります。
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このタスクについて

Insightの導入計画では、次のシステム要素を考慮する必要があります。

• Insightアーキテクチャ

• 監視するネットワークコンポーネント

• Insightのインストールの前提条件とサーバ要件

• Insight Webブラウザの要件

データソースのサポート情報

設定計画の一環として、環境内のデバイスをInsightで監視できることを確認する必要が
あります。そのためには、データソースサポートマトリックスでオペレーティングシス
テム、特定のデバイス、プロトコルの詳細を確認できます。一部のデータソースは、オ
ペレーティングシステムによっては使用できない場合があります。

データソースサポートマトリックスの最新バージョンの場所

OnCommand Insight データソースサポートマトリックスは、サービスパックのリリースごとに更新されま
す。ドキュメントの最新バージョンについては、を参照してください "NetApp Support Site"。。

デバイスの識別とデータソースの計画

導入計画の一環として、環境内のデバイスに関する情報を収集する必要があります。

環境内の各デバイスについて、次のソフトウェア、接続、および情報が必要です。

• OCIサーバが解決できるIPアドレスまたはホスト名

• ログイン名とパスワード

• デバイスへのアクセスのタイプ（コントローラや管理ステーションなど）

ほとんどのデバイスには読み取り専用アクセスで十分ですが、管理者権限が必要なデバイ
スもあります。

• データソースポートの要件に応じたデバイスへのポート接続

• スイッチの場合、SNMPの読み取り専用コミュニティストリング（スイッチへのアクセスを許可するユー
ザIDまたはパスワード）

• デバイスに必要なサードパーティ製ソフトウェア（Solutions Enablerなど）。

• データソースの権限と要件の詳細については、Web UIヘルプまたは_ OnCommand Insight 構成および管
理ガイド_で「ベンダー固有のデータソースリファレンス」を参照してください。

OnCommand Insight で生成されるネットワークトラフィック

OnCommand Insight で生成されるネットワークトラフィック、ネットワークを通過する
処理データの量、およびOnCommand Insight によるデバイスへの負荷は、多くの要因に
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よって異なります。

トラフィック、データ、および負荷は、次の要因に基づいて環境によって異なります。

• 生データ

• デバイスの構成

• OnCommand Insight の導入トポロジ

• インベントリデータやパフォーマンスデータソースのポーリング間隔が異なるため、低速なデバイスを検
出したり帯域幅を節約したりするために、間隔を短くすることができます

OnCommand Insight で収集される生の構成データは大きく異なる場合があります。

次の例は、設定データがどのように変化し、多くの設定要因によってトラフィック、データ、および負荷がど
のように影響するかを示しています。たとえば、2つのアレイにそれぞれ1、000本のディスクがあるとしま
す。

• アレイ1：1、000本のSATAディスクがあり、すべて1TBです。1、000本のディスクがすべて1つのストレ
ージプールに含まれ、ESXクラスタ内の同じ32ノードに対して1、000個のLUNが提供（マッピングおよび
マスク）されます。

• アレイ2：2TBのデータディスクが400本、600GBのFCディスクが560本、SSDが40本あります。ストレー
ジプールは3つありますが、FCディスクのうち320本が従来のRAIDグループで使用されています。RAIDグ
ループに分割されたLUNは従来のマスキングタイプ（symmaskdb）を使用し、シンプロビジョニングされ
たプールベースのLUNは新しいマスキングタイプ（symaccess）を使用します。150の異なるホストに対
して600個のLUNが提供されました。200個のBCV（600個のLUNのうち200個のフルブロックレプリカボ
リューム）があります。また、別のサイトのアレイ上に存在するボリュームのリモートレプリカボリュー
ムである200個のR2ボリュームもあります。

それぞれ1、000本のディスクと1、000個の論理ボリュームで構成されています。データセンターで消費する
ラックスペースが物理的に同じである場合もあれば、同じファームウェアを実行している場合もあります
が、2つ目のアレイの構成は1つ目のアレイよりもはるかに複雑です。

ウィルススキャンソフトウェアの無効化

システムでウイルス対策ソフトウェアがアクティブになっている場合、OnCommand

Insight のインストールは失敗します。この問題を回避するには、インストール前にウィ
ルススキャンソフトウェアを無効にします。

アクティブなウィルススキャンソフトウェアによるインストールの失敗を回避するには、各OnCommand

Insight コンポーネントのインストール中に、すべてのウィルススキャンを完全に無効にする必要がありま
す。インストール後、Insightコンポーネントで使用されるパス（インストール、バックアップ、およびアーカ
イブのパス）をウィルススキャンから除外する必要があります。

また、インストール後に、IBM/DB2フォルダ（例：C：\Program Files\IBM\DB2）をアンチウィルススキャン
から除外する必要があります。

Insight Serverの要件

専用のサーバを使用することを推奨します。他のアプリケーションがインストールされ
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ているサーバにはInsightをインストールしないでください。製品の要件が満たされてい
れば、物理サーバと仮想サーバの両方がサポートされます。

OnCommand Insight サーバソフトウェアをインストールするには、ローカル管理者の権限が必要です。

OnCommand Insight のサイジングには、データソースのタイプとサイズ、環境内のアセットの
数、ポーリング間隔など、さまざまな要素を考慮する必要があります。次のサイジング例はあ
くまでもガイドラインであり、Insightでテストされた一部の環境を示したものです。環境内で
これらの要素やその他の要素を変更すると、Insightのサイジング要件が変更される可能性があ
ります。これらのガイドラインには、最大90日間のパフォーマンスアーカイブデータ用のディ
スクスペースが含まれます。

詳細なサイジングガイダンスについては、Insightをインストールまたはアップグレードする前に、担当のセー
ルスエンジニアに問い合わせることを推奨します。

例：

環境要因： テストしたディスク容量、CPU、メモリ：

80ストレージアレイ4、000ボリューム

4、000台のVM

4、000個のスイッチポート

250GBディスクスペース8コア

32GBのRAM

160個のストレージアレイ40、000個のボリューム

8、000台のVM

8、000個のスイッチポート

1TBのディスクスペース12コア

48GBのRAM

要件：

コンポーネント 必須

オペレーティングシステム 64ビットのMicrosoft Windows Server 2016、2019、
または2022（最新のサービスパックを適用）を実行
しているコンピュータ。

Windows Server 2012で導入されたResilient File

System（ReFS）は、OnCommand Insight と互換性
がありません。OnCommand Insight のWindowsイン
ストールは、NTFSファイルシステムでのみサポート
されます。

専用のサーバを使用することを推奨します。

仮想マシン（VM） このコンポーネントは、インスタンスのCPUリソー
スとメモリリソースが予約されていれば、仮想環境
で実行できます。
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メモリとCPU 24~256GBのRAM

8~32コア

ページングファイルサイズを"`Windows managed`"に
設定することを強くお勧めします。サイズが固定さ
れた小さなページングファイルは、Insightのパフォー
マンスデータの正常な格納に支障をきたす可能性が
あります。

使用可能なディスクスペース 100GB~3TBのインストールディスクスペース

50 GB~1 TBのパフォーマンスアーカイブディスクス
ペース

InsightのインストールスペースにはSSDディスクを
使用することを推奨します。

ネットワーク イーサネット接続とポート：

• 専用の（静的な）IPアドレスを使用した100Mbps

または1Gbpsのイーサネット接続、およびSANの
すべてのコンポーネント（FCデバイスやRemote

Acquisition Unitなど）へのIP接続。

• OnCommand Insight サーバプロセスのポート要
件は、80、443、1090~1100、3873、8083、
44444446、5445、5455、47124714、5500、 そして5501

• 取得プロセスには、ポート12123と5679が必要で
す。

• MySQLにはポート3306が必要です。

• Elasticsearchには、ポート9200と9310が必要で
す

• Win2008/2012の動的ポート要件
は、49152~65535です

ポート443および3306は、存在するファイアウォール
を介した外部アクセスを必要とします。
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権限 OnCommand Insight サーバに対するローカル管理者
権限が必要です。

次のフォルダのいずれかがシンボリックリンクであ
る場合は、リンク先ディレクトリに「755」権限があ
ることを確認してください。

• /opt/netapp

• /var/lib/netapp

• /var/log/netapp

リモート接続 インストールおよびインストール後のサポートを容
易にするために、WebExアクセスまたはリモートデ
スクトップ接続を可能にするインターネット接続。

アクセス性 HTTPSアクセスが必要です。

ウィルススキャン このOnCommand Insight コンポーネントのインスト
ール中に、すべてのウイルススキャナを完全に無効
にする必要があります。インストール後、Insightコン
ポーネントで使用されるパス（インストール、バッ
クアップ、およびアーカイブのパス）をウィルスス
キャンから除外する必要があります。

また、インストール後に、IBM/DB2フォルダ（例：C

：\Program Files\IBM\DB2）をアンチウィルススキャ
ンから除外する必要があります。

HTTPサーバまたはHTTPSサーバ Microsoftインターネットインフォメーションサービ
ス（IIS）またはその他のHTTPSサーバ
は、OnCommand Insight サーバと同じポート（443

）で競合しないようにし、自動的に起動しないよう
にします。ポート443をリスンする必要がある場合
は、他のポートを使用するようにOnCommand

Insight サーバを設定する必要があります。

Data WarehouseおよびReportingサーバの要件

Data WarehouseとReportingサーバは、ハードウェアとソフトウェアの所定の要件に準
拠したコンピュータで実行する必要があります。このコンピュータにApache Webサー
バまたはReportingソフトウェアがインストールされていないことを確認してください。

OnCommand Insight のサイジングには、環境内のアセットの数、保持する履歴データの量な
ど、さまざまな要素が関係します。次のData Warehouseのサイジング例はあくまでもガイドラ
インであり、Insightでテストされた一部の環境を示したものです。環境内でこれらの要素やそ
の他の要素を変更すると、Insightのサイジング要件が変更される可能性があります。
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詳細なサイジングガイダンスについては、Insightをインストールまたはアップグレードする前に、担当のセー
ルスエンジニアに問い合わせることを推奨します。

例：

環境要因： テストしたディスク容量、CPU、メモリ：

ストレージアレイ18台、VM 3、400台

4、500個のスイッチポート

200 GBのハードディスク8コア

32GBのRAM

110台のストレージアレイ11、500台のVM

14、500個のスイッチポート

300 GBハードディスク8コア

48GBのRAM

要件：

コンポーネント 必須

オペレーティングシステム 64ビットのMicrosoft Windows Server 2016、2019、
または2022（最新のサービスパックを適用）を実行
しているコンピュータ。

仮想マシン（VM） このコンポーネントは、インスタンスのCPUリソー
スとメモリリソースが予約されていれば、仮想環境
で実行できます。

CPU 8~40個のCPUコア

メモリ 32 GB~2 TB RAMのベストプラクティス：ページン
グファイルのサイズを「Windows managed」に設定
することを強く推奨します。サイズが固定された小
さなページングファイルは、Insightのパフォーマンス
データの正常な格納に支障をきたす可能性がありま
す。
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使用可能なディスクスペース 200GB-2TBディスクスペースインストールには’C:ド
ライブに最低20GBの空き容量が必要です

Windowsでは、Insight Data

Warehouse with Reportingをインスト
ールする前に、インストールドライブ
で8dot3の名前作成サポートを有効に
する必要があります。通常、C:ドライ
ブではデフォルトで有効になっていま
す。ターゲットインストールドライブ
で8dot3名の作成が有効になっている
かどうかを検証するには、次のコマン
ドを実行します（D:をターゲットイン
ストールドライブに置き換えます）。

fsutil 8dot3nameクエリD：

8dot3名の作成を有効にするには、次のコマンドを実
行します（D:をインストール先ドライブに置き換え
ます）。

fsutil 8dot3nameセットD:0

ネットワーク • 100 Mbpsまたは1 Gbpsのイーサネット接続

• 静的IPアドレス

• Data WarehouseとReportingをWindowsにインス
トールする前に、ポート50000が使用可能である
必要があります

• OnCommand Insight DWHサーバプロセスの場合
は、ポート80、443、1098、1099、 3873、
8083、4444～4446

• レポートエンジンの場合は、ポート1527、
9362、9300、および9399

• MySQLの場合は、ポート3306

• を実行して、DNSが正しく機能していることを確

認します nslookup ホストに対して

ウィルススキャン このOnCommand Insight コンポーネントのインスト
ール中に、すべてのウイルススキャナを完全に無効
にする必要があります。インストール後、Insightコン
ポーネントで使用されるパス（インストール、バッ
クアップ、およびアーカイブのパス）とDWHコンポ
ーネントのすべてのインストールパス（SANscreen

、DB2、およびバックアップのパス）をウィルススキ
ャンから除外する必要があります。
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Visual Studio Visual Studio 2019 "再配布可能" Data Warehouse

とReportingをWindowsにインストールする前にイン
ストールする必要があります。

Remote Acquisition Unitサーバの要件

ファイアウォールの背後、リモートサイト、プライベートネットワーク、または異なる
ネットワークセグメントにあるSANデバイスから情報を取得するには、Remote

Acquisition Unit（RAU）をインストールする必要があります。RAUをインストールする
前に、オペレーティングシステム、CPU、メモリ、およびディスクスペースの要件を満
たしていることを確認する必要があります。

コンポーネント 要件

オペレーティングシステム 64ビットのMicrosoft Windows Server 2016、2019、
または2022（最新のサービスパックを適用）を実行
しているコンピュータ。

CPU 4 個の CPU コア

メモリ 16GB の RAM

使用可能なディスクスペース 40 GB

ネットワーク 100Mbps/1Gbpsイーサネット接続、静的IPアドレ
ス、すべてのFCデバイスへのIP接続、OnCommand

Insight サーバへの必要なポート（80または443）。

権限 RAUサーバに対するローカル管理者権限

ウィルススキャン このOnCommand Insight コンポーネントのインスト
ール中に、すべてのウイルススキャナを完全に無効
にする必要があります。インストール後、Insightコン
ポーネントで使用されるパスをウィルススキャンか
ら除外する必要があります。また、インストール後
に、IBM/DB2フォルダ（例：C：\Program

Files\IBM\DB2）をアンチウィルススキャンから除外
する必要があります。

OnCommand Insight でサポートされているブラウザ

ブラウザベースのOnCommand InsightWeb UIは、いくつかの異なるブラウザで動作でき
ます。

Insightでは、次のブラウザのベータ版以外の新しいリリースがサポートされます。
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• Mozilla Firefox

• Google Chrome

• Microsoft Edge の場合

OnCommand Insight に対応したブラウザバージョンの完全なリストについては、を参照してください
"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。
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このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。
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コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
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し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
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商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
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11

http://www.netapp.com/TM

	インストールの前提条件 : OnCommand Insight
	目次
	インストールの前提条件
	導入を計画します
	ウィルススキャンソフトウェアの無効化
	Insight Serverの要件
	Data WarehouseおよびReportingサーバの要件
	Remote Acquisition Unitサーバの要件
	OnCommand Insight でサポートされているブラウザ


